










































A project of “life”:
The outline and the effects of lifesaving education workshop Ⅲ
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2 ．実施概要



























































































非常に役立つ 100%（63） 100%（63） 98.4％（62） 98.4％（62） 96.8%（61） 98.4％（62） 100%（63）
少し役立つ 0 % 0 % 1.6%（1） 1.6%（1） 3.2%（2） 1.6%（1） 0 %
役立たない 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %














































































3 － 2 ．参加者の胸骨圧迫と人工呼吸に関
する結果と考察
参加者は，研修前（ 1 回目），講義後（ 2 回



















ない 77 97.5 60 95.2
ある 2 2.5 2 3.2
無回答 2 2.5 1 1.6













図 4 ， 5 は，それぞれ男性，女性の参加者
における胸骨圧迫の平均深さを示す。「適切な








































































































































































































































































































































































































































































































順に，10名， 3 名， 0 名であり，女性で，25名，
14名， 2 名であった。
そのことからも，講義によって，また実技に
よって，スキルは向上することが示された。し
かしながら，両者において，ある程度のスキル
は獲得されるものの，適正範囲量の吹き込みが
できるものは共に50%未満であり，短時間の研
修会で適切な人工呼吸を獲得するのは難しいと
もいえる。
これらのことから，人工呼吸において，正確
率，換気量の両面から見ても，講義，実技それ
ぞれがスキルアップに効果的であることが示唆
されたものの，胸骨圧迫と比べて，スキルの獲
得率は低く，正確なスキル獲得には更なる研修
が必要であることが推察された。
男女で比較してみると，先行研究同様（稲垣
ら2015），女性が男性よりも換気量が少ない傾
向にあり，男性には入れ過ぎにも注意しながら
指導し，女性参加者には，より多く吹き込むこ
とを強調して指導するという配慮ができるとい
える。
4 ．まとめ
救急救命に関する理論と実践を学ぶ研修会の
概要を報告した。参加者に実施したアンケート
調査から，昨年同様，研修会の内容を参加者は
高く評価しており，有意義な研修会であったと
考察される。客観的な指標においても，講義，
実技，それぞれがスキル向上に対して有効であ
ることが示唆され，実りある研修会であったと
いえる。
また，客観的指標から，胸骨圧迫に対して人
工呼吸の習熟度は低いこと，参加者の習熟過程
においては，昨年同様男女差があり，女性にお
いては，人工呼吸ではより多くふきこみ，胸骨
圧迫では，より強く行う必要があることが示唆
され，今後の指導上の有益な指標となった。
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